
 

KIITO:300（キイトサンマルマル）について 

 
１．社会貢献プラットフォームがサンパルから KIITO に移った経緯 

三ノ宮駅周辺の再整備に伴い、サンパルから KIITO に移転。新たにクリエイター等との交流など多
様な主体による連携を促進し、NPO 支援と地域課題解決の両立を目指す。 

KIITO:300 は、社会貢献活動の交流拠点である「KIITO:300 ファーム」に加え、こどもの創造的学
びの拠点である「KIITO:300 キャンプ」も合わせた２つの事業で構成されている。 
 
 
２．令和２年度（サンパル２階 社会貢献プラットフォーム）の実施事業 

○ 協働と参画のプラットホーム（H14 年 4 ⽉〜） 
「市⺠が主役のまちづくり」を進める場、市⺠と市の協働と参画の場・発信拠点。コーディネータ

ーを配置し、ＮＰＯ活動や地域活動の専門的助言を行う。 
 

○ 神⼾ソーシャルキャンパス（H29 年 1 ⽉〜） 
学生がＮＰＯとともに社会課題に取り組むことを目的として、ボランティア活動などに関する相談

の受け付けや、希望する学生をＮＰＯ活動に参画させるなどマッチングを実施。 
 
○ 神⼾ソーシャルブリッジ（H30 年度〜） 

社会課題に取り組んでいる NPO や地域団体等と、社会貢献活動を希望する人材（行政職員や企業
社員等＝プロボノ）をつなぎ、地域社会課題の解決に協働して取り組むプロボノ事業のコーディネー
トを実施。 
 
 
３．KIITO:300 で実施する事業 

○社会貢献活動に関わる団体・個人・行政がつながり交流する拠点の運営 
社会貢献活動・地域課題解決に関わる団体や個人がセミナーやワークショップなどに使用できる無

料のスペースを整備し、幅広い世代や多様な団体の交流を促していく。まちづくり（地域活動）の新
たな担い手づくりを主眼に、社会課題解決をテーマとしたプロジェクトや研修も実施する。 

また、社会貢献活動・地域課題解決に関わる団体の支援として、相談業務（KIKU:KIKU）を実施。 
 
○学生プロジェクトの立ち上げ・運営 

社会課題、地域課題を掲示し、対象プログラムの提供、活動フィールド（地域）とのコーディネート
やサポートを軸に学生参加型プログラムを展開する。また、学生プロジェクトの立ち上げ支援を実施
する。 
 
○社会人やシニア等幅広い世代が参加できるプロボノ事業 
 社会課題に取り組んでいる NPO や地域団体等と、社会貢献活動を希望する人材（行政職員や企業
社員、学生等）をつなぎ、コーディネートすることにより、地域社会課題の解決に協働して取り組む
仕組みを実施。 
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【KIITO:300 で実施している事業の具体例】 

 
①地域課題解決＋クリエイティブミーティング inKIITO:300 ファーム 

地域課題解決、社会貢献活動に関心のある、もしくは実際に活動
をされている個人や団体がつながり交流するイベントを開催。 

第 1 部では、デザインの視点から、伝えたいことをわかりやすく、
効果的に発信する手法を学ぶミニレクチャーを実施。参加者が普段
使用しているチラシも教材にしながら、どのように修正すれば良い
かを紹介。 

第 2 部では、少人数のグループに分かれ、日々の活動での課題や
悩みを共有し、課題を整理するワークショップを実施。グループ内
でアドバイスをしているケースも多く見られた。ワークショップの
最後には、出てきた課題や悩みに対して「KIKU:KIKU」の専門相談
員からアドバイスも実施。 

今後もテーマを決めて同様の取り組みを実施予定 
・実施日 ：令和 3 年 10 ⽉ 31 日（日） 

・参加者数：25 名 
 

②地域／社会貢献活動についての相談業務「KIKU:KIKU（聞く・効く）」 

社会貢献活動の分野で活躍する専門家がアドバイザーとなって話を伺い、悩みに対してヒントやア
ドバイスを出しながら一緒に考える相談窓口。 

・専門相談員：田村太郎 氏（一般財団法人ダイバーシティ研究所） 
⼾田⾹苗 氏（認定 NPO 法人しみん基⾦・KOBE ）  
永田宏和 氏（デザイン・クリエイティブセンター神⼾） 

・対象   ：地域課題解決や社会貢献活動に関わる個人や団体、NPO、企業など 
・相談方法 ：来館、メール、電話のいずれか 
 

③大学と連携した社会課題解決型人材育成プログラムの実施 

神⼾⼤学、⼤阪⼤学と連携し、再開発・再整備が進むフラワーロ
ードを舞台に、神⼾のまちがもっと元気になるための SDGs をテー
マにした地域共創イベントを企画するプロジェクトを実施。従来か
ら KIITO で実施している「＋クリエイティブゼミ」の手法を使い、
参加者が少人数のグループに分かれてリサーチ、検討、提案を行う。 

上記と並行して一般募集の参加者（社会人・学生）とも同テーマ
で「＋クリエイティブゼミ」を実施し、10 ⽉ 16 日には神⼾⼤学・
⼤阪⼤学と合同で発表会を開催。今後は、参加者の中から希望者を
募り、令和 5 年秋のイベント実現に向けて具体的な計画を練ってい
く。 

・実施期間：令和 3 年６⽉〜10 ⽉ 
・連携先 ：神⼾⼤学 V.School 

神⼾⼤学⼯学研究科減災デザインセンター 
⼤阪⼤学超域イノベーション博士課程プログラム 
 

以上 
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